大阪経済大学定期戦５連覇達成！！！！！

～古家嗣久（３年）が三段跳・大会新記録でＭＶＰ獲得～





開会式後の集合写真



　　　


　　　　最優秀選手賞受賞の古家嗣久（3年）　　古家、14ｍ80cmの大ジャンプ

第５７回大阪経済大学定期対校戦は昨日（８月２９日）堺市金岡公園陸上競技場で開催されました。大会５連覇のかかったわがチームは、最初の種目である４×１００ｍＲで辛くも勝利しましたが、前半の種目が終わった段階で対校得点争いでは、ほぼ拮抗していて一種目一種目手に汗握る展開となりました。そんな流れを変えたのが、三段跳びの古家嗣久（３）。試技５本目の跳躍が、１４ｍ８０ｃｍの大ジャンプで大会新記録・東経大新記録・自己新記録・関東インカレ標準Ａ記録を一気に更新しました。東経大はこの古家の活躍や４００ｍのフラットレースで不甲斐なかった４００ｍブロックの奮起による４×４００ｍＲの勝利などで、総合得点東経大４６点対大経大３４点で５連覇を達成しました。
＜第57回大阪経済大学定期対校戦＞　平成21年8月29日　金岡公園陸上競技場

総合得点　優勝　東京経済大学　４６点　　２位　大阪経済大学　３４点

戦績　　　東京経済大学　　　　２０勝　　大阪経済大学　　　　３７勝
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1500ｍ（前から槻澤・奥澤・佐山）　　　円盤投（木戸）　　　　４×４００（作井⇒羽田）


 

 


400ｍ（小宮・作井・羽田）　　　走高跳（関野山）　　　5000ｍ（前から瀬川・柱・大塚）
<対校>
100ｍ（+0.6）　　
廣田　康大（3）　　11秒02　　　　優勝
山田　雄貴（3）　　11秒25　　　　3位
松尾　俊輔（2）　　11秒27
200ｍ（+-0）　　 
田中　雄太（2）　　22秒42　　　　2位
廣田　康大（3）　　22秒57　　　　3位
松尾　俊輔（2）　　23秒00
400ｍ　　　　　　
小宮　慎二（2）　　50秒71　　　　3位
羽田　匠　（1）　　51秒41　　　
作井　啓介（2）　　51秒96
800ｍ
今井　隼也（1）　　1分58秒96　　　 優勝
安達　健人（1）　　2分00秒16　　　 2位
柴　　佑希（1）　　2分03秒47
1500ｍ
奥澤　匠　（2）　　4分00秒28　 　　2位
佐山　賢成（1）　　4分02秒11　　　 3位　　　　自己新
槻澤　翔　（2）　　4分07秒93
5000ｍ

柱　　欽也（4）　　14分54秒92　　　2位
瀬川　陽平（3）　　15分45秒20　　
大塚　統彦（4）　　17分12秒83
4×100ｍＲ
山田（3）・松尾（2）・大和田（2）・廣田（3）　42秒41　優勝
4×400ｍＲ（タイムは手元時計）
小宮（2）・田中（2）・作井（2）・羽田（1）　　3分22秒　優勝
走高跳
廣田　康大（3）　　1ｍ85　　　　 優勝
関野山慎治（4）　　1ｍ80　　　　　2位
大和田真慈（2）　　ＮＭ
走幅跳
古家　嗣久（3）　　6ｍ87（+0.8）　2位　　自己新・関カレＢ突破
大和田真慈（2）　　6ｍ23（+0.8）
関野山慎治（4）　　5ｍ89（-0.1）
三段跳
古家　嗣久（3）　　14ｍ80（+1.8）　優勝　　大会新・東経新・自己新・関カレＡ突破
大和田真慈（2）　　14ｍ13（+0.7）　3位
関野山慎治（4）　　12ｍ49（+2.4）
砲丸投
廣田　康大（3）　　8ｍ77　　　　　　優勝
関野山慎治（4）　　8ｍ37　　　　　　3位
古家　嗣久（3）　　7ｍ17
円盤投（結果未確認）
関野山慎二（4）　　26ｍ台　　　　　　優勝
木戸　勇輔（3）　　25ｍ60　　　　　　2位

古家　嗣久（3）　　未定
やり投
廣田　康大（3）　　42ｍ15　　　　　2位
古家　嗣久（3）　　38ｍ03
関野山慎治（4）　　34ｍ68

＜オープン＞
100ｍ1組（+0.9）
田中　雄太（2）　　11秒26
白井　信考（3）　　11秒31
郡司　宏規（1）　　11秒52
金田　翔平（2）　　11秒64
100ｍ2組（+0.2）
細矢　孝幸（1）　　11秒49
鎌田　裕　（1）　　11秒76
小島　朋也（1）　　11秒82
糠信　一総（3）　　12秒71
200ｍ1組（+1.4）
山田　雄貴（3）　　22秒79
金田　翔平（2）　　23秒47
白井　信考（3）　　23秒54
200ｍ2組（+0.3）
糠信　一総（3）　　25秒59
400ｍ1組
細矢　孝幸（1）　　51秒79
糠信　一総（3）　　57秒44
800ｍ
増田　啓　（3）　　2分02秒82
畑　　和茂（2）　　2分05秒76
1500ｍ
金子　政春（3）　　4分18秒03
時庭　崇　（2）　　4分23秒32
原口　雄　（1）　　4分24秒35
土田　康平（1）　　4分34秒82
宮里　昌寛（ＯＢ）　4分34秒82
5000ｍ
三代川淳一（4）　　16分06秒43
小山田典洋（3）　　16分17秒74
関沼　雅大（2）　　17分07秒06
時庭　崇　（2）　　15分49秒23
原田　光　（2）　　18分49秒52
前　　一平（2）　　16分38秒02
土田　康平（1）　　16分55秒97
原口　雄　（1）　　15分46秒97
藤間　博史（1）　　16分04秒60
諸角　聡　（1）　　16分25秒48
金子　正春（3）　　17分48秒34
斉藤　禎一（ＯＢ） 15分46秒13
藤原　仁　（ＯＢ） 16分27秒45

ご来場者（敬称略）

陣内良昭（部長）、伊藤乾司（昭37）、飯塚豊明（昭56）、上阪哲也（昭61）、小西政弘（平1）、大越健生（平3）、斉藤禎一（平10）、藤原仁（平15）

東海選手権大会結果　　8月29日・30日　岐阜県長良川競技場

～山本博紀（2年）が800ｍで４位入賞～



　


関東インカレ（5月16日）の細澤　　　平成国際大学記録会（5月3日）の山本

400ｍ　　　　細澤　和真（4）　　　予選　　50秒29　　　予選敗退

800ｍ　　　　山本　博紀（2）　　　予選　　1分55秒97

　　　　　　　　　　　　　　　　　 決勝　　1分55秒88　　４位入賞・大学ベスト
※細澤（4）はこの大会で実質引退となります。関東インカレで入賞こそ果たせなかったが

４年連続出場と安定した実績を残してくれました。ご苦労様！

山本（2）は大学ベスト記録で4位入賞。この日は予選も55秒台で走っており、確実に力が付いてきている。今シーズン中に自己ベスト（1分55秒64）の更新だけでなく、54秒台に挑戦してもらいたい。

「報徳高陸上部の鶴谷総監督　大経大監督に」　
名将・鶴谷那弘報徳学園総監督が来年度より大阪経済大学監督に就任されます。

29日の定期対校戦では試合会場および懇親会会場でご挨拶を頂きました。鶴谷次期監督のご就任は東経大にとっても良い刺激になります。今回の定期戦でも1500ｍ、5000ｍの優勝は大阪経済大学にさらわれました。今年の日本大学駅伝に出場を決めているチームとはいえ、「勝負で負ける悔しさ」を改めて感じました。名将には負けません！！！
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　　　　鶴谷邦弘報徳学園総監督　　　　懇親会で挨拶される鶴谷次期大経大監督

8月1日神戸新聞ニュースより
　全国高校駅伝男子で史上初の３連覇を含む６度の優勝を果たした報徳高陸上部の鶴谷邦弘総監督（６５）が、来春から大経大の陸上部監督に就任することが３１日分かった。鶴谷総監督は「近い将来、全日本大学駅伝の常連チームをつくりたい。少しでも関西の陸上界を刺激できれば」と意欲を見せている。
　神戸市出身の鶴谷総監督は１９８１年、母校の報徳高を率いて全国高校駅伝初優勝、８３年からは３連勝を遂げた。また、北京五輪男子長距離代表の竹沢健介（エスビー食品）や、男子１００メートル日本記録保持者の伊東浩司氏（甲南大監督）らを育てた。２００４年末、当時コーチだった平山征志氏に監督を譲った後は、総監督を務めていた。
　大経大陸上部は関西の中堅で兵庫出身の選手が多く、１１月の全日本大学駅伝には１２年ぶり１７度目の出場を決めている。指導体制の強化を狙って、来春に報徳高を定年退職する鶴谷総監督に監督就任を打診していた。同部で現在監督を務める青木基泰氏はコーチになる。
